2006年後期　科学と社会　（課題一覧）

担当：萩谷　宏 

------

・科学、科学者、技術といった言葉に対して思い浮かぶイメージを自由に記述してください。(9/28)

科学

　科学者

　技術

・ギリシャ・ローマ時代の科学者と、現代の科学者の仕事の内容や置かれた条件の違いにはどのようなものがあるか、考察してください。(10/5)

・ヨーロッパ中世の社会と科学の関係について、自由に考察してください。(10/19)

・「科学的真理」を守るために、宗教裁判にかけられたり、火あぶりになった昔の科学者がいる。命をかけて守るほどの価値が「科学的真理」にあるというのは、どういうことなのか。君の意見を述べよ。(10/26)

・科学的にものごとを判断するということはどういうことか。（A）　また、科学的にものごとを判断できることは、（君たちにとって）どのような価値があるのか。（B）(11/2)

・軍事技術開発に協力する科学者は、戦争で多数の死傷者が出たり、財産を失う人が出ることに対して、責任を負うべきだろうか（A）。また、君が科学者だと仮定して、軍部から戦争協力のための研究を指示されたら、どんな態度を取るだろうか（B）。君の考えを自由に述べよ。(11/9)

・科学・技術の産物のうち、われわれの生活に危険をもたらすと考えられるものを一つあげて、それが存在することのメリット・デメリットについて説明せよ。（例：原子力技術…核兵器／原子力発電）

・科学・技術の産物に対し、科学者ではない我々は責任を感じる必要があるだろうか。何らかの責任がある（A）とすれば、どのような責任が存在するのだろうか。また、責任はない（B）とするならば、どうして責任はないといえるのか、君の考えを述べよ。(11/16)

・高度な科学技術を用いた機材や設備において（特に安全であると宣伝されたものについて）、人為的なミスが原因で生じた事故の例で思いつくものをあげよ。（授業で扱った内容を除く）

前記の項目で挙げたような高度な科学技術の産物において、人為的なミスを防ぐために、どのような対策が具体的に有効であるか、君の考えを述べよ。(11/30)

・市民生活の中で普及しているテレビや携帯電話、パソコンなどは、素人が修理したり、自作したりすることができない、一種のブラックボックスである。ブラックボックス化した機器が周囲にあふれている現在、科学（理科、数学、技術、…）を学ぶことには、通常の市民生活を送る上で意味があるのだろうか。君の考えを述べよ

・Ａ）小中高校での科学教育は、現代においては、どのようなものであるべきだろうか。Ｂ）あるいは、科学教育（理数系科目）の時間を削って義務教育や高校教育で教えるべき科目や分野があるとすれば、どういうものであるか。Ａ、Ｂのいずれかについて、君の考えを述べよ。(12/7)

・君が１００年前に生まれていたとしたら、どのような生活を送っていただろうか。この１００年間の科学技術の進歩を中心に、自由に考察してください。

・これから１００年後の人々に、我々が残すべきものには、どのようなものがあるだろうか。君の考えを述べてください。(12/14)
・テレビ番組を通じた科学や科学的知識の普及について、あなたはこれまで具体的にどのような知識を得た経験がありますか。また、その知識は、本や大学の講義で得た知識と質的な違いはありますか。テレビで得る知識について、感じたこと考えたことを述べてください。(12/22)

・「知性とは、満たすべき器ではなく、燃やすべき炎である」という言葉（プルターク）に対し、君自身はA)“満たすべき器”とB)“燃やすべき炎”に相当するものとして、どのようなものを思い浮かべますか。

